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【平成２０年度活動方針についての報告】

１．市委託事業

発行日 ２００９年６月１０日
編 集 ＮＰＯ法人

旭川障害者連絡協議会
発行者 峰 木 光 春
住 所 旭川市宮前通東4155番地30

旭川市障害者福祉センター
｢おぴった｣３Ｆ

電 話 ０１６６－３１－２２２６

第 １５ 号

（１）

■障連協にゅーす 15号目次

１ 平成21年度第8回定期総会特集

７ 旭川市に高等養護学校をつくる会 街頭署名

７ 第5回車椅子カーリング選手権大会

７ 「おぴった号」新運転手紹介

８ 「ちょっと井戸端」……平山 ひろ子

８ 雇用プロジェクト！永山パークゴルフ場へ

2009年(平成21年度)定期総会が去る5月23日(土)「お

ぴった」において開催されました。峰木理事長の挨拶の

後、来賓として旭川市より高瀬副市長、市議会より佐々

木副議長の各氏より御挨拶を戴きました。

議長には、リハビリ友の会事務局長の花岡祐嗣さん、

副議長に旭川身体障害者肢体福祉協会の吉田尚弘さ

んの二人を選出して議事に入りました。

総会議案は慎重な審議の結果、原案通り承認可決さ

れ終了しました。

その後、北海道ＮＰＯサポートセンター事務局長の小林董信さんを迎え、ＮＰＯに関しての基礎知識と

運営についての講演がありました。

定期総会特集号
2009年度 特定非営利活動法人旭川障害者連絡協議会 定期総会

と き 2009年5月23日(土) 午後1時30分～午後4時

ところ 旭川市障害者福祉センター「おぴった」会議室１

事業名 実施日 実施場所 参加人数

旭川市障害者水泳教室
平成20年5月29日
6月5・12日・19日

おぴった１階
水浴訓練室（プール）

70名

旭川市障害者スポーツフェスタ 平成20年6月29日(日） おぴった２階 体育館 234名

旭川市グランドゴルフ教室 平成20年8月24日(日) おぴった芝生公園 21名

旭川市障害者スポーツ記録大会 平成20年11月9日(日) おっぴた体育館・プール 144名

旭川市障害者水泳教室
平成20年11月
6日・13日・20日・27日

おぴった１階
水浴訓練室（プール）

45名

旭川市｢障害者週間｣記念事業
平成20年11月1日～12月8日 プレ事業 啓発活動

平成20年12月7日(日) おっぴた体育館 約400名

旭川市フライングディスク教室 平成21年1月25日(日) おぴった２階 体育館 17名

旭川市風船バレー教室 平成21年2月14日(日) おぴった２階 体育館 26名

障連協ホームページ· shourenkyo.org でアクセスして下さい。
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２．自主事業計画

（１）第4回おぴったまつり

開催日：平成20年8月9日（土）12：00～18：00

場 所：おぴった駐車場

来場者：3,000人

アトラクション：旭川市消防音楽隊、ねむのき保育園鼓笛隊、クリスタルオブジョイ、

北都中学校吹奏楽部、ピアどらごん、忠和飛翔太鼓、旭川音頭秀光会、

美山瑛子歌謡ショー

（２）広報部報告

「障連協にゅーす」11号～14号の発行、ホームページの開設 アドレス：shourenkyo.org

（３）館内利用

体育館イベント 主なイベント：

「ふるさとをください」上映会

「第29回旭川耳の日のつどい」 など26回

館内作品展示 主な展示会：

「車イスバスケット写真展」

「吉田幸市さんの絵画展」 など13団体

３．要望事項

（１）旭川市自立支援協議会の加入と旭川市総合相談支援センターの支援

（２）旭川市障害者就労促進会議の設置

（３）公共施設等の清掃や公園管理への参入と市民活動交流センター（仮称）の管理業務

・「市民活動交流センタープロジェクト」を創設

（４）年度計画におけるその他の要望

・障害者自立支援法の「応益負担の撤廃」

・成年後見制度の支援と障害者雇用

・生活支援センターの支援

・旭川障害者計画のバリアフリー公営住宅の拡充。

・地場産品販売施設計画への加入

４．施設管理とサービス向上

（１）利用向上委員会 平成20年4月30日、11月30日、平成21年3月28日、

8名の委員で3回の会議を開き、「みんなの声」を始め利用者の忌憚のない要望・意見につ

いて話し合い実施できるものについてはすぐ対応しました。

（２）館内メンテナンス

管理事務会議を定期的に行いあらゆる問題対処を協議した。施設も5年を経過し様々な補

修メンテナンスにもすぐに対応しました。

５．防犯、防災

（１）防犯対応

①夜間、イオンディライトセキュリティー㈱により機械警備を実施

②日中は、職員は管理マニュアルに基づき対応

（２）防災対策

①当該センター消防計画書及び防火対象物点検を行い事故の無いよう事前訓練

館内作品展示から旭川リバース写真展

旭川耳の日のつどい
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②5月22日第１回総合消防訓練、10月10日秋の消防訓練の実施

③水浴訓練室での事故対応について

・平成21年2月21日と同年3月31日に利用者が意識を失うという事故がありました。その

際、プール監視員（（株）環境衛生工業）がＡＥＤを使い人命救助にあたり両名とも

一命を取り留めることができました。当法人はこのことに対し（株）環境衛生工業に

感謝状を贈ることを決め、後日贈りました。

６．協働行動

（１）「旭川市社会福祉審議会委員」 ▽委員：峰木光春、青木利子、工藤フサ

（２）「旭川市バリアフリー基本構想策定協議委員会」

（３）「旭川市障害者自立支援審査会委員」 ▽委員：荒川繁雄、工藤フサ

（４）「国土交通省交通バリアフリー教室」 ▽委員：村瀨稔幸、濱田勝夫、池田康男、大西富子

（５）「旭川市生活交通確保対策協議会」 ▽委員：冨田和信

（６）「旭川市福祉有償運送運営協議会」 ▽委員：深田清三

◎平成２０年度 旭川障害者福祉センター部屋別利用者集計表

年間利用者数：136,329人

（３）

＊有料使用施設 平成19年度 （利用人数）

会議室１ 会議室２ 会議室３
和室

研修室
陶芸室 調理室

映像
音響
スタジオ

水浴
訓練室
（団体）

水浴
訓練室
（個人）

体育館 合計

障害者 10,336 2,400 4,208 4,520 44 1,069 2,447 12,856 13,557 11,014 62,451

一般 5,645 1,077 2,058 1,165 94 334 269 8,082 7,559 4,648 30,931

合計 15,981 3,477 6,266 5,685 138 1,403 2,716 20,938 21,116 15,662 93,382

＊有料使用施設 平成20年度 （利用人数）

会議室１会議室２会議室３
和室

研修室
陶芸室 調理室

映像
音響
スタジオ

水浴
訓練室
（団体）

水浴
訓練室
（個人）

体育館
（団体）

体育館
（個人）

合計

障害者 9,484 2,345 4,486 4,759 102 902 2,581 12,791 14,422 13,290 41 65,203

一般 6,414 686 1,460 787 84 271 364 10,229 8,948 4,844 536 34,623

合計 15,898 3,031 5,946 5,546 186 1,173 2,945 23,020 23,370 18,134 577 99,826

＊無料使用施設 平成19年度 （利用人数）

機能回復
訓練室

救護室 教養娯楽室
情報
コーナー

健康体力
チェック室

健康相談室 周回廊 合計

障害者 6,607 21 121 814 0 0 3,138 10,701

一般 43 13 458 587 11,686 198 26,810 39,795

合計 6,650 34 579 1,401 11,686 198 29,948 50,496

＊無料使用施設 平成20年度 （利用人数）

機能回復
訓練室

救護室 教養娯楽室
情報
コーナー

健康体力
チェック室

健康相談室 周回廊 合計

障害者 4,959 0 202 501 0 0 3,292 8,954

一般 2,473 0 406 543 0 0 24,127 27,549

合計 7,432 0 608 1,044 0 0 27,419 36,503
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【平成２１年度活動方針】

障害者自立支援法の改定や障害者差別禁止条約の制定が行われるなど、行政による障害者への

様々な配慮がなされてきており、取り巻く環境は僅かずつですが変化してきております。しかし

未だに問題は山積みになってます。

社会情勢は景気が悪化している中、一般の就労は厳しく、障害者となると更に厳しい状態にお

かれ、すでに自助努力だけでは解決を図ることの出来ない問題となり、人として生きることへの

権利として、選択権や所得保障がなされるべく今後も更なる運動をする必要があります。

また、医療に関しても健常者の数倍も関わることが多い中、安心して確実な治療を受けられる

医療体制も求めなければなりません。

国民に対するあらゆることへの我慢を求める国の政策には限界にきています。

旭川障害者連絡協議会は、障害者の権利保障や福祉施策の充実を求めて障害者団体が結束をし、

地域福祉の充実に向け会の活動を続けてまいりました。

障害者自立支援法の抜本的な改正を求めたり、利用者負担の軽減など国や行政にも今後も働き

かけてまいりましょう。

本当の意味での障害者が自立するために、地域福祉の充実を深め関係機関団体で構成される自

立支援協議会の活動や障害者の所得を補うべく就労の機会等の地域ネットワークづくりにも努め

なければならないと考えます。

今年度も障害者が地域社会と共生しながら自立をした生活ができるよう法人としての役割を果

たし、障害者福祉センターの指定管理者として障害者自身が活躍する役割に向け、以下の各事業

の推進と障害者福祉センター施設の安全管理と利用者サービスの向上に努め今年度の事業計画と

します。

１．市委託事業

（１）スポーツ教室の開催

（２）スポーツフェスタの開催

（３）スポーツ記録大会の開催

（４）障害者週間記念事業の実施

（５）障害者スポーツ大会等周知業務の実施

２．自主事業計画

（１）広報誌「障連協にゅーす」年4回の発行とホームページの更新

（２）体育館をより有効利用するため障害者スポーツやイベントの拡大

（３）館内に市民や団体から寄せられる展示物・宣伝物を利用者へ情報提供

（４）地域住民との交流を図るため「おぴったまつり」の実施

（５）障害者地域共同作業所・障害者地域活動支援センターの作品展示即売の実施

（６）地域や若者との文化・スポーツ交流の促進

（７）清掃事業などの障害者雇用対策

（８）障団連設立20周年記念誌の発行

３．要望事項

（１）差別禁止法の制定を旭川市議会として決議を要望

（２）旭川市自立支援協議会の充実・強化

（３）成年後見制度の支援

（４）

旭川市障害者スポーツフェスタ

おぴったまつり
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（４）障害者雇用・生活支援センターの支援

（５）公共施設等の清掃や公園管理への参入

（６）旭川障害者計画のバリアフリー公営住宅の拡充。単身者も含む。

（７）地場産品販売施設計画への加入

（８）市民活動交流センター（仮称）の業務参入

（９）旭川市に高等養護学校設立への活動支援

４．施設管理とサービス向上

（１）利用向上委員会及び利用者懇談会を定期的に実施

（２）「みんなの声」投書の中で実現可能な要望は、直ちに実行する

（３）早期点検、計画的にメンテナンス等により保守点検コスト削減を行うと共に、施設内機器

を良好な状況に保ち、職員のコスト削減意識を持たせる

（４）役職員の職場研修の実施

５．防犯、防災

（１）防犯対応

①夜間・休日、イオンディライトサービスにより機械警備を実施。

②日中、職員による定時点検確認作業

（２）防災対策

①当該センター消防計画書及び防火対象物点検を行う。

②事故の無いよう事前の消防訓練等実施（年２回以上）

③ＡＥＤ使用の自主訓練（随時）

６．協働行動

（１）「旭川市社会福祉審議会委員」 委員：峰木光春、工藤フサ

（２）「旭川市障害者自立支援審査会委員」 委員：荒川繁雄、工藤フサ

（３）「国土交通省交通バリアフリー教室」 委員：村瀨稔幸、濱田勝夫、池田康男、大西富子

（４）「旭川市生活交通確保対策協議会」 委員：冨田和信

（５）「旭川市福祉有償運送運営協議会」 委員：深田清三

平成２１年度障連協事業日程

（５）

日 程 行 事 名 場 所 備 考

5月27日～6月17・10・17日 旭川市障害者水泳教室 水浴訓練室 ※終了いたしました

6月28日（日） 旭川市障害者スポーツフェスタ 全 館 昨年と同種目

8月8日（土） 第5回『おぴったまつり』 おぴった広場 作業所の販売会と出店
アトラクション

8月23日（日） 旭川市障害者グランドゴルフ教室 おぴった広場 ※雨天時体育館

10月7・14・21・28日
すべて水曜日

旭川市障害者水泳教室 水浴訓練室

10月31日～11月1日
（土・日）

旭川市『障害者週間』記念事業 全 館
10月31日：啓発事業
11月1日：本事業

12月6日（日） 旭川市障害者スポーツ記録大会 体育館
水浴訓練室

卓球、盲人卓球、水泳
ボッチャ、フライングディスク

2月14日（日） 旭川市障害者風船バレー教室 体育館

3月14日（日） ゴロ卓球教室 体育館

ＡＥＤ訓練模様

改装中の市民活動交流センター(仮称)
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－ 旭川市に高等養護学校をつくるために－

「旭川市に高等養護学校をつくる会」では1月から多くの皆

さんのご理解とご支援をいただくために、市内の各中学校を

始めとして、関係する機関や団体と一般市民の皆さんに、署

名をお願いする活動を進めています。

2月には、北海道教育長におよそ13,300名分の署名簿を提

出し、早期の高等養護学校設置を訴えるとともに、北海道議

会の各会派代表議員にも同様の要請をしました。3月以降も

多くの皆さん方のご理解によって、すでに5万人を超える署

名をいただいています。

5月10日には、買物公園で街頭署名活動を行い、温かいご支援をいただきました。

知的等の障害を持つ生徒の自立生活のために、是非とも、旭川市に高等養護学校が設置されるよう

に、皆さんのご理解とご協力をお願いします。 （旭川市に高等養護学校をつくる会）

買物公園で街頭署名活動

2009年3月28日29日に第5回車椅子カーリング日本選手権青森大会

が開催されました。

第5回車椅子カーリング日本選手権には日本リーグに加盟する旭川キュー

斗、チーム北見、チーム青森、チーム埼玉、チーム山梨、チーム信州の

6チームが参加しました。

2010年バンクーバー冬季パラリンピック日本代表選考会を兼ねている

ため、昨年度優勝チ一ムで世界選手権10位のチ一ム信州に実力が伯

仲するチーム北見が勝利できるか、多くの注目が集まりました。

試合は6チーム総当りのトーナメント方式で行われ、1試合8エンドで1

チームの持ち時間は68分と世界選手権ルールが適用されました。

優勝は5勝全勝でチーム長野、準優勝は4勝1敗でチーム北見、旭川

キュー斗は2勝3敗で4位に入りました。優勝したチーム長野は2010年バ

ンクーバー冬季パラリンピックの日本代表に日本オリンピック協

会から正式に認定されました。

旭川キュー斗は選手4名、監督、コーチ2名、スタッフ6名の選

手団で参加しました。応援垂れ幕も張られ、大きな注目を集め

ました。

スタッフの細やかな選手への配慮や他のチームに対する接遇、

マナーの良さは大会関係者から抜群の評価を受けました。

第5回日本車椅子カーリング日本選手権青森大会

おぴった号の新しい運転手さん

3月から勤務されている太田忠男さんです

みなさん よろしくお願いします！！
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新年度の活動がスタートし、各団体の皆様にはなにかと

お忙しい日々をお過ごしのことと思います。

現在の障害者連絡協議会の前身である障害者団体連絡

協議会の活動として障害者福祉センターの早期実現を求

める運動を開始してから10数年、会員である各団体の皆様との努力が実を結

び、平成15年に念願の福祉センター「おぴった」がオープンしました。同時に

障害者団体連絡協議会もそれまでの任意団体からNPO法人の認証を得、名称

を旭川障害者連絡協議会と改めて今日に至りました。

振り返ると、旭川市議会に出していた福祉センター建設の陳情書が採択されてから数年後、漸く旭川

市の調査費予算が計上されたころ、旭川ターミナルビルの屋上から各団体の皆様とともに建設候補地

の北彩都を眺め、旭川市の担当者の説明を受けたのが昨日のことのように思いだします。当時は、広

い空き地があるだけで、この場所に福祉センターを建てることに不安を感じたものでしたが、その後科

学館や国の合同庁舎などが出来、周囲の環境も整って大変便利な地域になっています。

今後は、「手をつなぐ育成会」の皆さんとともに、障害児の教育環境の充実を図るため、旭川に高等

養護学校の設置を目指して要望運動をはじめました。より多くの皆様のご協力を得て、まいりたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。 旭川肢体不自由児者父母の会 平山 ひろ子

ＮＰＯ法人 障連協にゅーす 第１5号
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▼旭川市に高等養護学校の設置を

求める活動が進められている。通所

施設や実習・就労できる企業が多い

から、多くの保護者と関係者が「是非

とも旭川市に」と、市民の皆さんに理解と協力を

訴えている。▼学校と職業訓練施設と温かい支

援のしくみが出来れば、障害のある人たちの表

情はもっと明るくなると思っている。（ゆ）

編集
後記

ちょっと
井戸端

（８）

雇用プロジェクト！ 4月から永山パークゴルフ場へ！
障連協では、今年1月に障害者の「雇用プロジェクトチーム」を立ち上げ、公共施設や公園管理等

に対する雇用の促進を図ってきました。その後、行政からの協力もありこの４月から(財)旭川市公園

緑地協会さんの業務委託を受け、永山パークゴルフ場で3名の方が勤務しています。仕事は朝8時

から夕方6時までで、受付業務と用具の貸し出し、トイレの清掃がおもなものです。

取材に伺った日はお天気が良くて大勢の人がパークゴ

ルフを楽しんでいましたが、このパークゴルフ場には電

気と水道の設備がないので、トイレ清掃用の水は近くの

川から汲んできていました。

その日はお二人が勤務されていました。仕事を始めて

から3週間で、働くのも久しぶりというお二人ですが、パー

クゴルフ場を利用される方達とお話をするのがとても楽し

いとおっしゃっていました。お二人の働いている姿はとて

も生き生きとしているように見えました。 この日のお勤めはお二人でした


